
№１

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

７月豪雨による孤立集落に対する対策は、住民を無視した対応であった。後手に回り発生時から一カ月以上通行止めが続いた。
簡易な方法での緊急対策が必要と指摘したが、危険性を理由に行わなかったため、結果的に地元の要望を拡大した対策となった。
何故早期に動かなかったのか見解を伺う。

初動体制は建設協会と連携する必用があった。２次災害の課題もあるが架線の移動を事前に行うなど、市民の暮らしを守る事を優
先に考える必要がある。災害時の緊急対応に対する市長の見解を伺う。

被災された市民に対する行政の動きから、万が一の原子力災害に対する防災計画の不備が懸念される。国は、避難路に対する助
成を続けている事からすると安全宣言に至っていない。不安を持たれる市民から学習会の提案がある。市に「助言とともに学ぶ」機
会にしてはと提案するが見解を伺う。

胡麻基幹集落センターの活用と「小さな拠
点事業」について

限界集落から人口が増加する集落まで多様な胡麻地域に、２８年度から小さな拠点事業を導入した。事業の必須となる組織化は有
機的なものは難しく、一部の機能を動かしつつ柔軟性のある組織を作り、集落センターの機能強化、拠点となる駅周辺の駐車場・街
路灯整備、公共交通の利便性など事業の核には市が介入する必要があるが見解を伺う。

新庁舎建設の見直しについて
本庁舎建設は、市民の利便性はもとより機能性を含め最小の経費で最大の効果を示す本庁舎建設が求められる。
就任後４カ月余りの短期間で方向性が示せるものではないが、徒歩・車・公共交通機関など全ての来庁者が利用しやすい事を基本
に、設置場所も含め調査・研究する中で原点に戻り検討する必要があると考えるが見解を伺う。

児童福祉
放課後児童健全育成事業の施設整備に
ついて

放課後児童クラブは、児童福祉法第６条の３第２項の規定に基づき、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学してい
る児童に対し、授業の終了後等に小学校の余裕教室や児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を
図るものとすると示されている。
園部小学校は、保護者の送迎を考えずに廃校活用の視点で遠隔地で開設しているが、法に沿った施設とは考えられない。早期に
法に沿った施設整備が必要と考える。働きながら子育てをする世代が住みよい町づくりの視点で見解を伺う。

市 長
教 育 長
担 当 部 長

①　雨量、水位、被害の状況と対応はどうか。

②　日吉ダムははじめての放流量となった。情報収集と避難指示に至る時系列の対応を伺う。

③　今後に生かす教訓と課題は何か。

①　現状と課題はどうか。

②　広域化、民営化についての見解はどうか。

③　近い将来、料金の統合が課題になると思われるが、市民生活にも配慮が必要であり、見解はどうか。

①　本年は、国連家族農業１０年である。見解はどうか。

②　市内農業の振興の課題で府、政府への要望はどうか。

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

活緑クラブ

　松尾　武治
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後

防災 災害発生時の緊急対策について

市 長

担 当 部 長

公共施設

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　野村　　健
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後

防災関係 ７月豪雨の対応について

市　　　長

担当部長

水道事業 上水道、簡易水道事業について

農業振興 農業振興と政府への要請について 市 長



№２

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　合併以来１２年が経過した。本市の学校教育について、これまでの評価を伺う。

②　本市の学校教育において小学校再編整備が最も大きな事業であったと考える。小学校再編整備の評価と整備後の５校の現
　状について所見を伺う。

③　３年間の任期の中で、教育長が考える学校教育の方向性や思いを伺う。

④　小・中学校の普通教室は空調整備が完了したが、特別教室等については未整備が多いと思われる。
　夏休み前後も猛暑日が観測される気象条件の中で、空調整備が急務であると考えるが現状と方向性について伺う。

①　これまでの社会教育事業や社会体育事業の評価を伺う。

②　３年間の任期の中で、教育長が考える社会教育・社会体育の方向性や思いを伺う。

①　今回の西日本豪雨は本市においても大雨特別警報が発令された。住民に避難を呼び掛ける避難勧告や避難指示などの発
　令のタイミングや住民の避難状況の評価について伺う。

②　西日本豪雨の検証会議が京都府と京都市以北の11市町で開催されたと思うが、そこで検証された内容や今後の対応方針に
　ついて伺う。

③　日吉ダムの放流等の操作に関する情報伝達や市民への周知について伺う。

④　砂防ダムや治山ダムの堰堤からオーバーフローして土砂が下流に溜り、水路を塞ぐ災害が多い。直接の管理者は京都府で
　あるが、府に対して市として何等かの対応を求めるべきと考えるが所見を伺う。

戦没者慰霊 忠魂碑の維持管理について
忠魂碑は遺族会の皆様が中心となって維持管理いただいているが、会員の高齢化や減少により維持管理が厳しい地域もある。平
和への誓い、そして平和教育の一環として行政の対応も必要と考えるが所見を伺う。

①　７月豪雨の災害復旧が終わらないうちに２０号台風が襲ってきた。本市における被害状況と今後の対応を伺う。

②　土砂の堆積により、河床が以前より上がってきている。減災の観点から河床を下げることが必要と考えるがどうか。

③　河川から除去した土砂を保管し、災害発生防止の土嚢等に利用する事が必要と考える。市として保管場所を確保する考えは
　ないか。

④　市が設置する収容避難所で洋式トイレ未設置個所の今後の設置計画を伺う。

①　国等において障がい者雇用率の水増しが大きく報道されている。本市における状況を伺う。

②　１億総活躍を目指す観点から、あらゆる分野で雇用が確保されなければならないと考える。市長の所見を伺う。

①　毎年、区長会において地元要望がある時には報告を求めている。多くの要望が提出されているが、その対応と結果について
　伺う。

②　地元要望に対する一定の予算を確保し、事業を推進していく事が必要と考える。市長の所見を伺う。

至誠会

　村　好高
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後 教育行政

学校教育について

教 育 長

担 当 部 長

社会教育・社会体育について

防災
西日本豪雨等における防災や災害対応
について

市 長

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

公明党

　木戸　德吉
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後

防災 豪雨災害の対応について

市 長

担 当 部 長

総務

障がい者雇用について

市内各区の地元要望の取り扱いについて



№３

会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　.２カ年事業で実施された横田・上木崎町浸水対策調査の結果及び今後の活用方法について伺う。

②　内水氾濫対策に関し、昨年度から府も交えて勉強会が始められているが、体制整備など今後の進め方について伺う。

③　.各区等地区ごとに、危険度を把握する水位の指標を設定し、各地区及び災害対策本部や消防団が状況把握に活用すること
　も有効と考える。見解を問う。

①　通学路の安全確保について、国の考え方並びに本市の対応方針について伺う。

②　通学路の安全確保については、交通安全・防犯・防災等多角的視点が必要である。この課題についての本市の組織体制に
　ついて伺う。

③　各通学路の課題や問題点は、保護者や地元役員が具体的に把握している。地域と協議しながら、市・教育委員会は対応策
　を実施すべきと考えるが、見解を問う。

土砂災害警戒区域の指定について 未指定地区に対する認識と今後の対応について伺う。

①　最近の土砂等浚渫要望状況と対応状況について伺う。

②　今後の河川の土砂等浚渫についての方針を伺う。

①　平成３１年４月以降の一般家庭ごみ焼却処理に係る現状は。

②　「ごみ処理検討委員会」の現状は。

農林業 がんばる農業応援事業について 平成３１年度以降の市独自の農業支援策について伺う。

①　厳しい財政基盤を立て直すためには、予算の削減だけでなく未来へ向けた投資も必要ではないか。選択と集中が求められる
　と考えるが市長の見解を伺う。

②　財政面から現在の支所体制について問う。

①　西日本豪雨における対応について反省点や課題点がなかったか伺う。

②　頻繁に発生する台風等に対する防災力を高める必要があると考えるが市長の見解を伺う。

③　職員の配置について、災害発生時に土木等の技術職員数は現在の体制で対応可能か。また、今後の技術職員の確保や育
　成は大きな課題であると考えるが市長の見解を伺う。

消防団について 火災や災害対応で出動回数が年々増加傾向にあるが、待遇や装備について市長の見解を伺う。

地域振興 南丹市のイベントについて
合併以降、園部町では旧来からのイベントを検討し、より良い形を模索してきたが、現状では園部においてのイベントがなくなってし
まった。南丹市の中心として全市的なイベントは必要であると考えるが、市長の見解を伺う。

定住促進 定住促進アクションプランについて
定住促進施策を推進するにあたって、目指すべき人口フレームを実現させる為、定住者の的を絞る必要があると考えるが市長の見
解を伺う。

市 長

教 育 長

市 長

河川の土砂等浚渫について

環境
カンポリサイクルプラザ株式会社の撤退
に係る現状と今後の対応について

丹政会

　木村　　裕
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後

道路河川 内水氾濫対策について
市 長

担 当 部 長

教育 通学路の安全確保について

塩貝　孝之
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午前

財政 財政運営並びに将来展望について

市 長

担 当 部 長

防災

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

本市の防災体制について

みらいねっと南丹

　平野　清久
　（一問一答）

質問予定日
　10月3日　午後

防災
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①　教育・保育施設の管理について伺う。
市 長
教 育 長
担 当 部 長

②　市内の区画整理後の土地に保育施設を建設する考えはあるのか。

③　保育施設を新たに建てた場合、既存の公設保育所施設の在り方を問う。

④　子宝祝金を今後さらに支援を広げていく方針はあるのか。

⑤　産前・産後サポート事業の現在の利用状況と今後の展開について伺う。

①　カンポリサイクルプラザ株式会社撤退後のごみの受け入れ先は進んでいるのか。

②　今後のごみ処理施設について伺う。

③　焼却施設の跡地について伺う。

火葬場について どのような火葬場施設をつくられるのか問う。

①　市長の考える「総合支所」の定義は何か。

②　いつ頃を目途に検討を進めるのか。

③　人員を増やさずともできることを検討し実施すべきではないか。

④　せめて２０１５年３月以前の３課体制に戻すべきではないか。

地域担当職員について 何でも相談できる地域担当職員を旧村単位で複数配置すべきではないか。

①　並行在来線合理化の懸念はなくなったと考えているのか。

②　財政負担の問題は南丹市としての大きな課題ではないか。

③　環境問題についての所見を問う住民の意向を踏まえての、京都丹波基幹交通整備協議会における南丹市の態度が問われ
　るのではないか。

環境 ごみの現状について 本市においてごみの減量はどうなのか市長に伺う。

①　さまざまな緊急対応や災害応急活動時において、その拠点となる場所の確保と整備はどうなのか市長に伺う。

②　本市と京都府との両方に災害協定が結ばれている業者の活動拠点はどこになるのか伺う。

総務（監理） 工事の発注について
本市発注工事において入札に参加するための南丹市競争入札参加資格審査では、市災害協定を結んでいる・いないは、市内業
者・市外業者同様であるのか市長に伺う。

市 長

担 当 部 長

環境衛生
ごみ処理施設について

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

活緑クラブ

　八木　信樹
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午前

子育て支援 子育てについて

市 長

至誠会

　前田　義明
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午前

市 長災害 災害時について

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　鞆岡　　誠
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午前

地域振興
支所のあり方について

市 長

担 当 部 長

交通

財政

環境

北陸新幹線について
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

通学安全対策
学校施設や通学路におけるブロック塀等
の安全性確保の推進について

学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全点検調査状況について伺う。

食育・環境教
育

食品ロス削減に向けての取り組みについ
て

家庭のみならず学校や幼稚園、保育所等教育施設における給食や食育・環境教育等を通して食品ロス削減のための啓発が必要
ではないかと考えるがどうか。

特定健康診査の検査項目について 特定健康診査の検査項目にピロリ菌検査を追加できないか伺う。

不育症の周知や患者支援の推進につい
て

本市では不育症についてどのように認識しているか伺う。

ヘルプマークの配布について ヘルプマークの配布を推進していく考えはあるのか伺う。

①　通学路の危険個所とりわけ危険なブロック塀の確認と管理についての現状は。

②　民間の危険なブロック塀の撤去の際に補助をしていくなどの方向性はないか。

①　大阪府北部地震の際の学校の避難対応についてどのように把握しているか。

②　避難マニュアルについて点検し、統一の指針をもつ考えはないか。

①　７月豪雨の際の各避難所の避難の状況はどうか。

②　避難のタイミングが非常に難しいが、適切な避難のために今後どのように取り組むか。

①　防災計画・避難所開設マニュアル作成に関して女性の意見・視点は反映されているか。

②　防災会議に女性委員をより積極的に登用する方向はないか。

南丹市のＰＲとブランド戦略について
市のＰＲとブランド戦略は定住促進や特産品の売り込みとも大きな関わりがあると考えるが、市長の見解と今後の戦略について、所
見を伺う。

市長公約について
５つの大きな柱を掲げ、市民に信任されたが、合併以降の南丹市の１２年間も鑑み、今後、公約をどのように実現されようとしている
のか、市長の見解を伺う。

質問要旨

市 長

教 育 長

公明党

　平田　聖治
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午後

行政全般

健康福祉医療

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

市 長

活緑クラブ

　川勝 　儀昭
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午後

市 長

みらいねっと南丹

　吉田　尋子
　（一問一答）
　
質問予定日
　10月4日　午後

児童生徒の
安全

登下校通学路の安全について

市 長

教 育 長

地震災害時の避難体制について

防災

災害時の避難について

市 長

災害時避難時の女性への対応について
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

教育長の重点方針について 教育長の所信と重点の方針について問う。

①　学校給食費の負担軽減が必要だと思うがどうか。

②　給食食材の地元での購入率について問う。

ブロック塀等の安全点検について 保育所や学校等のブロック塀の安全点検の実施状況は。

学校の消耗品について 学校の消耗品が少ないと聞くが、実態はどうか。

八木町の老人福祉センターのエレベー
ター設置について

八木町の老人福祉センターにエレベーターの設置が早急に必要だと思うがどうか。

障害者雇用率の水増し問題について 障害者雇用率の水増し問題を受け、南丹市においてはどうか問う。

防災 避難所の安全性について 一次避難所及び収容避難所に指定されている施設の安全性はどうか問う。

国では「世界が訪れたくなる日本」を目指し、「観光ビジョン」を策定。その一環として文化財の積極的な活用を進めるとし、そのため
文化庁では「文化財活用・理解促進戦略プログラム2020」を策定して文化財の観光活用を促進しようとしている。
南丹市においても国・府・市指定の多くの文化財があり、美山の北集落の「伝統的建造物群保存地区」は年間２０万人を超える観光
客が訪れるとされ、そのほかの文化財においても誘客が見られるものの、文化財をはじめ歴史文化を生かした市としての戦略的な
観光振興の取り組みが必要と考える。そこで、以下の点について問う。

①　歴史文化を生かした観光振興の取り組みの現状と、歴史文化を生かした観光振興に対する市長の考えはどうか。

②　歴史文化を生かした観光振興のためにはどのような施策が必要と考えるか。

２０２０年のNHK大河ドラマでは明智光秀が取り上げられ、ゆかりのある近隣自治体は観光などで注目されると考える。また、来年
は園部藩立藩４００年の節目。これらの契機を生かし、歴史を生かした市のＰＲや観光客増加などにつなげていく施策が必要と考え
るが。

子育て支援 ブックスタート事業について

０歳児から、読み聞かせなどを通じて絵本に親しんでもらい、親子のふれあいを深めることを目的にイギリスで始まった「ブックス
タート」は、日本でも全国的な広がりを見せ、現在、約１０３０の自治体が乳幼児健診などの際に親子に絵本をプレゼントし、本を介
しての親子のふれあいの機会づくりに取り組んでいる。
幼少の頃から、親から本を読み聞かせてもらう親子のふれあいは、子どもの成長にとって大切なことで、愛情を感じ、人への信頼感
と、あたたかな心を育むことにつながることが期待されると言われている。
子育て環境・施策の充実に取り組む本市においても取り組むべきと考えるが。

南丹市は、２２年４月に「市民参加と協働の推進に関する条例」を施行し、市民協働事業に取り組んで８年になる。この間、「市民提
案型まちづくり活動支援交付金」による市民活動の支援、第三者組織として「市民参加と協働の推進委員会」の設置、中間支援組
織である「南丹市まちづくりデザインセンター」の整備などに取り組んできた。
特に、市民提案型の活動では、交付金を活用し、地域や団体などで、これまでに２３０余りの事業に取り組まれ、活発な市民協働が
展開されている。今後は、「行政の責任領域」や「市と市民が共に一緒になって行う領域」とも、協働事業により力を入れていく必要
があると考える。そこで、以下の点について問う。

①　「市民参加と協働のまちづくり」に対する現状認識と基本的な考えについて問う。

②　「委託」や「共催」型協働の拡大や市民主体へのシフトの考えはないか。

③　審議会等における「市民公募委員」の拡大が必要ではないか。

市 長

担 当 部 長

教 育 長

市 長

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　麻田　育良
　（一問一答）

質問予定日
　10月4日　午後

教育
学校給食について

福祉

平成３０年第３回南丹市議会９月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

観光振興 歴史文化を生かした観光振興について

市 長

担 当 部 長

まちづくり 市民協働について

みらいねっと南丹

　山下　秋則
　（一問一答）
　
質問予定日
　10月4日　午後


